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日本放射線影響学会第 65 回大会の開催にあたって

　日本放射線影響学会第 65 回大会を 2022 年 9 月 15 日（木）〜 17 日（土）
の 3日間、大阪公立大学杉本キャンパスにおいて開催することになりまし
た。大阪での開催は、第 44 回大会（2001 年）以来、21 年ぶりになります。
この度、皆様の交流の場を大阪にて提供させていただけることを、第 65
回大会開催に関わる関係者一同、大変光栄に思います。
　日本放射線影響学会年次大会は、会員同士の連携と協力の場を提供すべ
く、1959 年の第 1回大会以来、これまで 64 回にわたり連綿と受け継がれ、
開催されてきました。年次大会に参加して新しい知見を得ることは、参加
者の次の研究の芽吹きを促し、さらに新しい研究分野を開拓する原動力に
なってきたものと確信しています。
　学生の時分、第 24 回大会（1981 年）に初めて参加した私は、放射線影
響研究領域を牽引する先生方による激しいくらい活発な討論を、新鮮な驚
きとともに聴く機会を得ました。それ以来、私は、この年次大会に時に厳
しく、また、時に温かく迎えられ、ともに歩んできたように感じています。
この年次大会への参加により、最先端研究を極める先生方と直接言葉を交
わす機会を得たことや全国から参集した同世代の仲間と交流できたこと
は、私の研究生活を支える重要な糧になりました。
　第 65 回大会は、「未来社会に貢献する放射線研究」をテーマに掲げまし
た。これには、本大会に参加する全ての皆様に、とりわけ若い世代の皆様に、
希望を持って未知の大海原に舟を漕ぎ出す刺激を与えるような機会にした
いという願いを込めています。本大会への参加が、皆様に新しい発想や視
点を提供する場になることを、切に願っています。
　さて、新型コロナウイルスの感染状況については、第 7波が到来し、予
断を許さない状況が続いています。私たち実行委員一同は、できうる限り
のウイルス感染対策を施したうえでの大阪現地開催を目指して準備を進め
ています。大会に参加される皆様におかれましては、日頃の感染対策に十
分留意され､ 是非とも大阪にお越しいただきたいと願っています。多数の
皆様のご参加を心よりお待ちしています。

� 日本放射線影響学会第 65 回大会

� 大会長　児玉　靖司
� （大阪公立大学大学院理学研究科）
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Welcome Message from the President  
of the 65th JRRS Annual Meeting

����I�would�like�to�welcome�your�attendance�at�the�65th�Annual�Meeting�
of� the�Japanese�Radiation�Research�Society� (JRRS)�held�on�September�
15–17,�2022�at�the�Sugimoto�Campus�of�Osaka�Metropolitan�University.�It�
has�been�21�years�since�the�JRRS�last�met�in�Osaka,�at�the�44th�Annual�
Meeting.�It�is�a�great�honor�for�all�of�us�to�be�organizing�the�65th�Annual�
Meeting�and�giving�you�an�opportunity�to�experience�Osaka.
� � � �The�Annual�Meeting� of� the� JRRS�has�been�held� 64� times� since�
the� first�Meeting� in� 1959� to� provide� a� forum� for� cooperation� and�
collaboration�among�JRRS�members.�We�are�convinced�that�the�cutting-
edge�information�disseminated�through�these�Meetings�has�inspired�the�
research�projects�of�JRRS�members�and�sparked�their�exploration�of�new�
research�fields.
� � � �When�I�was�a�graduate�student,� I�attended�my�first�JRRS�Meeting,�
the� 24th�Annual�Meeting� (1981),� and�was� excited� to�hear� the� lively�
discussions� led� by�distinguished� researchers� in� radiation� research.�
In� the�many�Meetings� since,� I� feel� I�have�been�both� supported�and�
challenged�by�this�annual�summit�of�peers.�The�Meeting�has�given�me�
the�opportunity�to�discuss�vexing�questions�directly�with�the�researchers�
carrying�out� the�relevant� front-line�science,�and�to�meet�my�colleagues�
gathered�from�all�over�Japan.�It�has�been�an�invaluable�source�of�support�
in�my�life,�both�professionally�and�personally.
� � � �The� theme� of� the� 65th�Annual�Meeting� is� “Radiation�Research�
Contributing�to�a�Future�Society”.�We�hope�that�this�topic�will�inspire�all�
participants,�especially�the�younger�scientists,�to�sail�out�to�an�uncharted�
ocean�with�hope.�We�believe�that�your�own�participation�in�this�Meeting�
will�provide�you�new�ideas�and�perspectives.
� � � �The�effects�of� the�coronavirus�continue� to�be�unpredictable,�with�
signs�of�a�seventh� infectious�wave.�We,� the�organizing�committee,�are�
preparing� to� take� all� possible� anti-virus�protection�measures�during�
the�Meeting� in�Osaka.�We�hope�that�all�of�you�who�plan�to�attend�the�
Meeting�will�also�take�sufficient�daily�precautions�against�infections.�
� � � �Please� join�us� in�Osaka� in�September.�We�are� looking� forward� to�
seeing�you.

� Seiji�Kodama,�Ph.D.�
� Meeting�President
� 65th�Annual�Meeting�of�the�Japanese�Radiation�Research�Society�(JRRS)



閉会の挨拶 

 
 ⽇本放射線影響学会第 65 回⼤会は、全⽇程を無事終了いたしました。本⼤会
では、教育講演 1 題、シンポジウム 4 題、ワークショップ 9 題、⼀般⼝演 59 題、
ポスター発表 86 題、以上 159 題の発表と、ランチョンセミナー2 題が⾏われ、
総参加者数は 314 名でした。 
 新型コロナウイルス感染が持続する状況下ではありましたが、開催に際しま
して、皆様の多⼤なるご⽀援とご協⼒を賜りましたことに厚くお礼申し上げま
す。末筆ではございますが、皆様の益々のご活躍とご健勝を祈念いたします。 
 

児⽟靖司 
⽇本放射線影響学会第 65 回⼤会⼤会⻑ 

⼤阪公⽴⼤学⼤学院理学研究科 
⽣物化学専攻放射線⽣物学研究室 
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